
2022年10月26日 佐藤俊一

ジョークサロン10月度例会

つぶやき都々逸

佐藤俊一さん kitami-yosuke@1041sato が #ほぼ日刊都々逸 のタグのもとにツイ

ートしたものです。阿部が10月のツイートから拾いました。

お題「秋の月夜」

1 つきのない夜はむやみにくらいつきぬ悩みにまたCRY

2 まるく明るいお月さまでもくろう重ねてやせ細る

3 ヤミあがりやせてか細いお月さまでもくろうて元気に

また太る

お題「体」

4 耳にタコ目にはまブタで目の下にクマ人の体は動物園

5 人体は怪奇の館目がモノをいい肩で息して膝わらう

6 気持ち若いが社会じゃ爺イ微妙に揺れるお年頃

7 気持ち若いがジイジになった！まごつくばかりなんとしよ

8 「こい」といわれりゃ「あいよ」と応えすぐに飛んでもゆくわいな

9 マゴイ（真恋）ねらえどいつものヒゴイ（悲恋）竿のせいかな釣果（ち

ょうか）ない

大正から昭和のひと節。『夕べ玉子をつぶした報いきみをかえせと鶏がなく』

という、もとの都々逸への私的な返歌球――。

10 きみとあわせりゃ気が済むならと母鶏つぶして親子丼

11 ええいめんどう母鶏つぶしきみとあわせた親子丼

お題「秋の果実」

12 富有柿食う霜降の候そうこうするうち冬がきた

＊ふゆうがき食うそうこうの候そうこうするうちふゆ～がきた

13 柿ひとつ落ちて天下は秋ただなかよ杮落しもにぎにぎし

＊柿（かき）と「杮（こけら）落とし」の字は同じに見えるけど、木偏に鍋蓋

に巾と書くのが柿（かき）。木偏に━と巾を書いて上から｜を突き通すのが杮（こ

けら）。似て非なる漢字。

14 秋の陽はつるべ（鶴瓶）の落とし噺にも似てストンと落ちて見事やな

15 木枯らし一号吹きすさぶ夜出がらしの茶で温まり

＊きょう（10/23）は二十四節気の霜降。朝晩は冷えて霜がおりるおそれあり。

この霜降の時期に吹くのが”木枯らし一号”なんだとさ。


